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一
月
二
〇
日
に
バ
イ
デ
ン
政
権
が
発
足
し
て
か
ら
一
〇
〇
日
が

経
過
し
た
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
昨
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
脱
炭
素
化
を
実
現
す
る
と
の
長
期
目
標
を
掲
げ

た
上
で
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
野
心
的
な
気
候
変
動
対
策
を
公
約
し

た
。
就
任
当
日
お
よ
び
そ
の
一
週
間
後
の
一
月
二
七
日
に
は
、
気
候

変
動
に
関
す
る
大
統
領
令
に
矢
継
ぎ
早
に
署
名
し
、
公
約
の
実
現
に

全
力
を
尽
く
す
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。
そ
し
て
、四
月
二
二
日
に
は
、

米
国
主
催
の
気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
、
二
〇
三
〇

年
に
〇
五
年
比
で
五
〇
～
五
二
％
削
減
と
の
目
標
を
掲
げ
た
。

石
炭
ゼ
ロ
だ
け
で
は
達
成
で
き
な
い
半
減
目
標

　

米
国
政
府
が
国
連
に
提
出
し
て
い
る
最
新
の
排
出
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
二
〇
一
九
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
〇
五
年
比
で
一
三
％

減
で
あ
っ
た
。
一
四
年
間
で
一
三
％
減
っ
た
わ
け
だ
が
、
三
〇
年
に

五
〇
～
五
二
％
減
を
実
現
す
る
に
は
、
一
九
年
か
ら
の
一
一
年
間
で

さ
ら
に
三
七
～
三
九
％
分
の
削
減
上
乗
せ
が
必
要
と
な
る
。つ
ま
り
、

削
減
を
加
速
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

目
標
達
成
に
必
須
と
な
る
の
は
、
電
力
部
門
の
大
幅
な
排
出
削
減

で
あ
る
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
選
挙
戦
中
に
三
五
年
ま
で
に
同
部
門

の
炭
素
排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
公
約
し
た
が
、
三
〇
年
時
点
で
は

〇
五
年
比
八
〇
％
減
と
な
る
。
発
電
量
あ
た
り
の
排
出
量
が
大
き
い

石
炭
火
力
を
ゼ
ロ
に
し
て
も
八
〇
％
減
に
は
到
達
せ
ず
、
シ
ェ
ー
ル

革
命
に
よ
っ
て
拡
大
し
た
天
然
ガ
ス
火
力
の
排
出
量
も
相
当
程
度
、

減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 電

力
中
央
研
究
所
上
席
研
究
員

上
野
貴
弘

気
候
変
動
の
国
際
潮
流
を
リ
ー
ド
す
る
バ
イ
デ
ン
政
権
。

国
内
で
も
野
心
的
な
二
〇
三
〇
年
目
標
を
掲
げ
、

脱
炭
素
に
向
け
た
政
権
構
想
は
揃
い
つ
つ
あ
る
。

実
現
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
議
会
、
特
に
民
主
党
内
の
結
束
だ
が
…
…
。

う
え
の　

た
か
ひ
ろ　

東
京
大
学
大
学
院
総

合
文
化
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
二
〇
〇
四
年

電
力
中
央
研
究
所
入
所
、
未
来
資
源
研
究
所

（
米
国
）
客
員
研
究
員
な
ど
を
経
て
、
一
八
年
よ

り
現
職
。
専
門
は
地
球
温
暖
化
対
策
。
気
候

変
動
枠
組
条
約
の
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
に

一
六
回
参
加
。
著
書
に
『
狙
わ
れ
る
日
本
の
環

境
技
術
』（
共
編
著
）
な
ど
。

バ
イ
デ
ン
構
想
を
左
右
す
る

民
主
党
内
の
合
意
形
成
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電
力
以
外
の
排
出
削
減
も
不
可
欠
で
あ
る
。
電
力
部
門
は
八
〇
％

減
、
そ
の
他
の
部
門
の
排
出
は
一
九
年
と
同
水
準
と
す
る
と
、
全
体

で
は
三
〇
％
減
と
な
り
、
五
〇
～
五
二
％
減
に
届
か
せ
る
に
は
、
電

力
以
外
の
部
門
か
ら
二
〇
～
二
二
％
分
の
削
減
を
積
み
増
す
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
部
門
の
排
出
量
は
〇
五
年
以
降
、
お
お
む
ね
横
ば

い
で
推
移
し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
減
少
傾
向
に
転
じ
さ
せ
る
に
は
、

技
術
の
刷
新
が
必
要
と
な
る
。

脱
炭
素
化
の
た
め
の
規
制
と
投
資

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
今
後
、
二
〇
三
〇
年
目
標
の
達
成
、
そ
し
て

五
〇
年
の
脱
炭
素
化
実
現
に
向
け
て
、
技
術
の
刷
新
を
図
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
の
柱
と
な
る
政
策
は
「
規
制
」
と
「
投
資
」
で
あ
る
。

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
電
力
、
運
輸
、
民
生
な
ど
の
各
部
門
に
対
し

て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
規
制
を
課
す
こ
と
と
、
政
府
予
算
に
よ
る

補
助
や
税
控
除
に
よ
っ
て
、
脱
炭
素
化
に
必
要
な
技
術
へ
の
投
資
を

加
速
さ
せ
る
こ
と
を
選
挙
公
約
と
し
て
掲
げ
た
が
、
こ
の
二
本
柱
が

目
標
達
成
の
手
段
と
な
る
。
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。

　

電
力
部
門
に
対
し
て
は
、
三
五
年
ま
で
に
ゼ
ロ
排
出
化
を
実
現
す

る
た
め
の
「
ク
リ
ー
ン
電
力
基
準
」
を
電
力
会
社
に
課
し
て
、
総
発

電
量
に
占
め
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
を
年
々
高
め
つ
つ
、
税

控
除
に
よ
っ
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
蓄
電
池
、
火
力
発
電
所

の
炭
素
回
収
貯
留
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
へ
の
投
資
を
加
速
さ
せ
る
方
針
を
掲

げ
て
い
る
。
ま
た
、
大
統
領
府
は
既
存
の
原
子
力
発
電
所
を
維
持
す

る
た
め
の
生
産
税
控
除
を
支
持
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

運
輸
部
門
に
つ
い
て
は
、
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
導
入
拡
大
が

カ
ギ
と
な
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
対
す
る
燃

費
基
準
と
排
出
基
準
を
強
化
し
て
、
新
車
販
売
に
占
め
る
Ｅ
Ｖ
比
率

を
一
気
に
高
め
つ
つ
、
ガ
ソ
リ
ン
車
か
ら
Ｅ
Ｖ
へ
の
買
い
替
え
を
加

速
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｖ
購
入
者
へ
の
還
付
や
減
税
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｖ
の
大
量
導
入
に
対
応
す
べ

く
、
三
〇
年
ま
で
に
五
〇
万
カ
所
の
充
電
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
も

掲
げ
て
い
る
。

　

民
生
部
門
に
関
し
て
は
、
ガ
ス
・
石
油
の
利
用
を
電
気
に
置
き
換

え
る
電
化
を
進
め
て
い
く
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
三
〇
年
ま
で
に
全

て
の
新
設
商
用
ビ
ル
を
ゼ
ロ
排
出
化
す
る
新
基
準
を
導
入
す
る
こ
と

を
公
約
し
た
が
、
こ
の
基
準
に
加
え
て
、
屋
内
で
使
用
さ
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
器
の
電
化
や
既
存
建
物
の
省
エ
ネ
改
修
へ
の
補
助
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
脱
炭
素
化
の
技
術
が
開
発
途
上
で
あ
り
、
速
や
か
な
排
出

削
減
が
難
し
い
鉄
鋼
・
セ
メ
ン
ト
・
化
学
な
ど
の
素
材
産
業
に
対
し

て
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
水
素
と
Ｃ
Ｃ
Ｓ
と
い
う
新
技
術
の
実
証
支
援

が
強
調
さ
れ
、
規
制
に
つ
い
て
は
導
入
方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
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政
策
の
実
現
は
議
会
次
第

　

こ
う
し
た
政
策
が
実
現
す
る
か
は
、
連
邦
議
会
が
必
要
な
立
法
を

行
え
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、
三
月
三
一
日
に
「
米
国
雇
用
計
画
」
を
発

表
し
、
二
〇
二
〇
年
代
に
総
額
二
兆
ド
ル
を
イ
ン
フ
ラ
と
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
投
資
す
る
と
の
方
針
を
示
し
た
。
総
額
の
う
ち
、

一
七
四
〇
億
ド
ル
を
電
気
自
動
車
関
連
に
、
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
・
自
然
保
護
な
ど
に
、
三
五
〇
億
ド
ル
を
気
候
変

動
対
策
関
連
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
、
四
六
〇
億
ド
ル
を
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
立
ち
上
げ
を
支
え
る
た
め
の
政
府
調
達
に
投
じ

る
と
し
て
い
る
。
二
本
の
柱
の
う
ち
、
投
資
を
扱
う
内
容
だ
が
、
バ

イ
デ
ン
政
権
は
規
制
の
う
ち
、
ク
リ
ー
ン
電
力
基
準
は
こ
の
投
資
案

と
同
時
に
実
現
し
た
い
と
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、
連
邦
議
会
と
大
統
領
府
は
イ
ン
フ
ラ
・

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
を
実
現
す
る
た
め
の
法
案
を
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
共
和
党
議
員
と
の
超
党

派
合
意
を
目
指
し
て
お
り
、
計
画
の
う
ち
、
高
速
道
路
建
設
な
ど
の

伝
統
的
イ
ン
フ
ラ
で
は
合
意
を
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、

気
候
変
動
対
策
へ
の
大
規
模
投
資
や
ク
リ
ー
ン
電
力
基
準
と
い
っ
た

党
派
性
が
強
い
政
策
で
の
合
意
は
難
し
く
、
い
ず
れ
、
民
主
党
単
独

で
法
案
を
取
り
ま
と
め
、「
財
政
調
整
」
と
い
う
手
続
き
を
用
い
て
、

議
会
を
通
す
こ
と
を
目
指
す
展
開
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
、
上
下
両
院
と
も
に
民
主
党
が
ぎ
り
ぎ
り
の
議
席
数
で
多
数

派
と
な
っ
て
お
り
、
民
主
党
議
員
が
一
致
団
結
し
な
い
と
法
案
を
可

決
で
き
な
い
。
し
か
し
、
民
主
党
議
員
の
中
に
は
、
サ
ン
ダ
ー
ス
上

院
議
員
の
よ
う
に
き
わ
め
て
野
心
的
な
気
候
変
動
対
策
を
望
む
「
進

歩
派
」
が
い
る
一
方
、
地
元
の
経
済
や
労
働
者
に
配
慮
し
、
緩
や
か

な
気
候
変
動
対
策
を
望
む
「
保
守
派
」
も
い
る
。
そ
の
筆
頭
格
が
、

産
炭
州
で
あ
る
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
選
出
の
マ
ン
チ
ン
上
院
議

員
で
あ
り
、
進
歩
派
が
提
唱
す
る
「
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」

構
想
に
明
確
に
反
対
し
て
い
る
。
挙
党
一
致
は
容
易
で
は
な
い
。

　

民
主
党
の
中
で
合
意
を
得
ら
れ
る
か
は
、
こ
の
時
点
で
は
見
通
せ

な
い
。
保
守
派
と
進
歩
派
の
両
方
の
つ
な
ぎ
と
め
が
必
須
で
、
前
者

に
は
化
石
燃
料
を
ゼ
ロ
排
出
化
で
き
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
技
術
や
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
で
失
業
す
る
化
石
燃
料
産
業
の
労
働
者
へ
の
手
厚
い
支

援
が
、
後
者
に
は
社
会
的
に
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
地
域
へ

の
環
境
支
援
の
優
遇
が
カ
ギ
と
な
る
と
見
ら
れ
る
。
ク
リ
ー
ン
電
力

基
準
を
投
資
法
案
に
含
め
る
こ
と
の
是
非
は
大
き
な
争
点
に
な
る
だ

ろ
う
。
五
月
以
降
、
イ
ン
フ
レ
懸
念
が
出
て
き
た
こ
と
も
、
巨
額
の

財
政
出
動
を
難
し
く
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
財
源
確
保
の
た
め
の
増

税
も
課
題
で
あ
る
。
立
法
に
成
功
す
れ
ば
、
二
〇
三
〇
年
の
半
減
目
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標
の
達
成
に
一
歩
近
づ
き
、
失
敗
す
れ
ば
達
成
は
遠
の
く
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
立
法
以
外
に
も
、
既
存
法
の
下
で
自
動
車
の
燃

費
・
排
出
基
準
、
メ
タ
ン
排
出
基
準
、
機
器
の
省
エ
ネ
基
準
を
強
化

し
よ
う
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
一
部
の
州
・
自
治
体
は
ト
ラ
ン
プ
政

権
期
か
ら
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
先
導
し
て
い
る
。
機
関

投
資
家
が
株
主
総
会
な
ど
で
投
資
先
企
業
に
対
し
、
気
候
変
動
対
策

を
強
化
す
る
よ
う
に
迫
る
場
面
も
増
え
て
き
た
。
仮
に
立
法
に
失
敗

し
て
も
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
米
国
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
は
減
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
立
法
な
し
で
二
〇
三
〇
年
目
標
に

届
か
せ
る
の
は
相
当
に
困
難
で
あ
る
。

気
候
外
交
と
米
中
対
立

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
ケ
リ
ー
元
国
務
長
官
を
、
気
候
外
交
を
担
う

大
統
領
気
候
特
使
に
指
名
し
た
。
ケ
リ
ー
特
使
は
政
権
発
足
直
後
か

ら
、
各
国
と
繰
り
返
し
接
触
し
、
今
年
一
一
月
の
気
候
変
動
枠
組
条

約
の
第
二
六
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
に
向
け
て
、
パ
リ
協
定

の
長
期
目
標
、
特
に
地
球
全
体
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
産
業
革
命
以

前
と
比
べ
て
一
・
五
℃
以
内
に
抑
え
る
と
の
目
標
を
達
成
可
能
と
す

べ
く
、
他
国
か
ら
よ
り
強
力
な
気
候
変
動
対
策
を
引
き
出
そ
う
と
し

て
い
る
。
四
月
の
米
国
主
催
の
サ
ミ
ッ
ト
の
際
に
は
、
日
本
と
カ
ナ

ダ
が
新
た
な
二
〇
三
〇
年
目
標
を
発
表
し
た
が
、
今
後
、
注
目
が
集

ま
る
の
は
、
世
界
最
大
の
排
出
国
で
あ
る
中
国
の
動
き
で
あ
る
。

　

中
国
は
三
〇
年
ま
で
に
排
出
の
増
加
を
止
め
る
と
の
目
標
を
掲
げ

つ
つ
、
六
〇
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
と
し

て
い
る
が
、
一
・
五
℃
目
標
の
達
成
可
能
に
は
、
中
国
の
三
〇
年
目

標
の
大
幅
な
強
化
が
欠
か
せ
な
い
。

　

今
後
、
米
国
は
既
に
目
標
を
強
化
し
た
先
進
諸
国
と
連
携
し
て
、

中
国
な
ど
に
目
標
強
化
を
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
期
か
ら
続
く
米
中
対
立
が
激
化
し
て
い
る
中
で
協
調
を
導
く
の

は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
確
か
に
四
月
の
サ
ミ
ッ
ト
直
前

に
は
、
訪
中
し
た
ケ
リ
ー
特
使
が
こ
の
分
野
で
の
共
同
声
明
を
取
り

ま
と
め
て
お
り
、
気
候
変
動
分
野
で
は
米
中
で
協
力
で
き
る
可
能
性

は
あ
る
が
、
中
国
は
サ
ミ
ッ
ト
で
三
〇
年
目
標
の
強
化
を
表
明
し
な

か
っ
た
。
オ
バ
マ
政
権
期
と
比
べ
て
、
米
中
協
調
は
格
段
に
難
し
く

な
っ
て
い
る
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
最
初
の
一
〇
〇
日
で
国
内
で
は
半
減
目
標
を

取
り
ま
と
め
、
外
交
的
に
は
主
要
国
の
参
加
を
得
て
サ
ミ
ッ
ト
を
開

催
し
国
際
的
な
気
運
を
高
め
る
と
い
う
成
果
を
得
た
。
今
後
は
、
国

内
で
は
目
標
達
成
に
向
け
た
政
策
の
整
備
、
外
交
面
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26

に
向
け
て
中
国
な
ど
か
ら
目
標
強
化
を
引
き
出
す
と
い
う
、
よ
り
困

難
な
課
題
に
取
り
組
む
。
そ
し
て
、
そ
の
成
否
は
今
後
の
世
界
全
体

で
の
気
候
変
動
対
策
の
行
方
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
。
●




